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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法およびその駆動方法を用いた液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  薄膜トランジスタをスイッチング素子に用い
たパルス幅変調駆動方式のアクティブマトリクスタイプ
の液晶表示装置の駆動方法において、液晶表示パネルの
パネル温度の変化による表示階調－輝度特性の変化及び
液晶表示パネルの焼き付きを抑制する。
【解決手段】  液晶表示パネルのパネル温度検出手段を
有し、ゲートオン電圧もしくはデータ信号パルス幅、基
準クロック信号の周波数をパネル温度により補正する。
また、書き込みデータ極性によるゲートオン電圧の補正
量もしくはデータ信号パルス幅の補正量をパネル温度に
より補正する。パネル温度が高いほど正極性及び負極性
のゲートオン電圧を低くし、パネル温度が低いほど正極
性及び負極性のゲートオン電圧を高く設定する。また、
正極性のゲートオン電圧は負極性のゲートオン電圧より
も、常に高く設定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをパルス幅変調駆動方式により駆動するアクティ
ブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動方法におい
て、前記薄膜トランジスタの正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）

を前記液晶表示パネルのパネル温度に基づいて設定する
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  前記正極性ゲートオン電圧
（Ｖ

ＧＯＮＰ
）を前記負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）よりも高く設定し、この関係を維持しつつ、

前記パネル温度の上昇にともない前記正極性ゲートオン
電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および前記負極性ゲートオン電圧

（Ｖ
ＧＯＮＮ
）の両方を前記パネル温度の上昇前よりも

低く設定することを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項３】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、前記スイッチング用薄膜トランジスタの
オン電流（Ｉ

０Ｎ
）が前記パネル温度によらず一定とな

るように前記スイッチング用薄膜トランジスタの正極性
ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
および負極性ゲートオン電

圧（Ｖ
ＧＯＮＮ
）を設定する回路を有することを特徴と

する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、前記液晶表示パネルには、前記スイッチ
ング用薄膜トランジスタと同時形成されたモニター用薄
膜トランジスタが設けられ、前記スイッチング用薄膜ト
ランジスタのオン電流（Ｉ

０Ｎ
）が前記パネル温度によ

らず一定となるように前記スイッチング用薄膜トランジ
スタの正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および負極

性ゲートオン電圧（Ｖ
ＧＯＮＮ
）を設定する前記モニタ

ー用薄膜トランジスタを用いた回路を有することを特徴
とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、全表示階調における前記データ信号の正
極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）を負極性データパルス幅

（Ｔ
ＷＮ
）よりも長く設定し、パネル温度の上昇にとも

ない前記薄膜トランジスタの正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）

を低く設定することを特徴とする液晶表示装置の駆動方

2
法。
【請求項６】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、各表示階調に割り当てられた前記データ
信号の正極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）および負極性デ

ータパルス幅（Ｔ
ＷＮ
）を前記液晶表示パネルのパネル

温度により設定することを特徴とする液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項７】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、全表示階調における前記データ信号の正
極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）を負極性データパルス幅

（Ｔ
ＷＮ
）よりも長く設定し、この関係を維持しつつ、

前記液晶表示パネルのパネル温度の上昇により前記正極
性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）および前記負極性データパ

ルス幅（Ｔ
ＷＮ
）の両方を前記パネル温度の上昇前より

も短くすることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、各表示階調をクロック数で与え、カウン
タにより基準クロック信号を計数し、階調データとカウ
ンタの出力とを比較して前記データ信号のパルス幅（Ｔ

Ｗ
）を設定するとともに、温度検出手段を有し前記基準
クロック信号の周波数を前記液晶表示パネルのパネル温
度により変えることを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項９】  複数の画素電極にそれぞれ接続された複
数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶表示
パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により駆動
するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の駆動
方法において、各表示階調をクロック数で与え、カウン
タにより基準クロック信号を計数し、階調データとカウ
ンタの出力とを比較して前記データ信号のパルス幅（Ｔ

Ｗ
）を設定するとともに、前記スイッチング用薄膜トラ
ンジスタと同時形成されたモニター用薄膜トランジスタ
を用い、前記モニター用薄膜トランジスタのオン電流
（Ｉ

ＯＮ
）に比例するように前記基準クロック信号の周

波数を設定することを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項１０】  前記正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）を前記負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）

よりも高く設定したことを特徴とする請求項８または請
求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】  全表示階調における前記データ信号の
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正極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）を前記負極性データパ

ルス幅（Ｔ
ＷＮ
）よりも長く設定したことを特徴とする

請求項３、４、８または９に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項１２】  前記パネル温度の上昇にともない前記
液晶表示パネルの共通電極に供給される共通電圧の中心
（Ｖ

ＣＯＭ
センタ）を大きくすることを特徴とする請求

項１乃至請求項１１のいずれか１項に記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項１３】  請求項１乃至１２のいずれか１項に記
載の駆動方法により駆動する液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型液晶表示装置の駆動方法に関し、特に薄膜トラン
ジスタをスイッチング素子に用いたパルス幅変調駆動方
式の液晶表示装置の駆動方法およびその駆動方法により
駆動する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】パルス幅変調（ＰＷＭ）方式により階調
表示を行うアクティブマトリクス型液晶表示装置が知ら
れている。ＰＷＭ方式による液晶表示装置の駆動方法で
は、表示画素に印加する階調電圧の電圧レベルを表示階
調に応じて変化させるのではなく、電圧の印加期間を表
示階調に応じて変化させることにより、各階調に応じた
表示を実現している。ＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置で
は、構成の簡単な階調電圧発生回路を用いつつ、表示階
調数を増加させることができる。
【０００３】このようなＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置
の駆動方法について、特開平04-142592号公報で提案さ
れているものを例に説明する。図６は、従来の液晶表示
装置の主要部分を示すブロック図である。従来の液晶表
示装置は、お互いに交差する複数の走査線１０１及び複
数の信号線１０２、これらの交差部分に配列された複数
の画素電極１０３、これらに接続され走査線１０１への
ゲート信号及び信号線１０２へのデータ信号を受けてス
イッチ動作する薄膜トランジスタ１０４が形成された液
晶表示パネル１００と、複数の走査線１０１にゲート信
号を与える走査線駆動回路１０５と、複数の信号線１０
２に各画素へ印加するデータ信号を与える信号線駆動回
路１０６とを備えている。走査線駆動回路１０１は、１
垂直期間内に複数の走査線１０１を順番に選択して複数
の薄膜トランジスタをオンし、信号線駆動回路１０６は
オンしている複数のトランジスタに接続された複数の画
素電極１０４に対して、それぞれ表示階調に応じて決定
したパルス幅の期間だけデータ信号を印加する。
【０００４】図７は、図６に示されるＰＷＭ駆動方式の
液晶表示装置のある画素電極１０３に与えられる印加電
圧ＶＰの変化を示すタイミングチャートである。ある１
垂直期間（１Ｖ）内に信号線１０２に与えられるデータ

4
信号Ｖ

Ｄ
が基準レベルにあるときに、走査線１０１に与

えられるゲート信号Ｖ
Ｇ
がハイレベルＶ

ＧＨ
になると、

薄膜トランジスタ１０４はオンし、印加電圧Ｖ
Ｐ
はデー

タ信号Ｖ
Ｄ
につられて上昇し、さらにデータ信号Ｖ

Ｄ
が

正極性のアクティブレベルになると、表示階調に応じて
決められたパルス幅の期間Ｔ

Ｗ１
だけ印加電圧Ｖ

Ｐ
はデ

ータ信号につられて上昇する。次に、ゲート信号Ｖ
Ｇ
が

ローレベルＶ
ＧＬ
となると薄膜トランジスタ１０４はオ

フし、このときの印加電圧Ｖ
Ｐ
を保持する。次の１垂直

期間に信号線１０２に与えられるデータ信号Ｖ
Ｄ
が基準

レベルにあるときに、走査線１０１に与えられるゲート
信号Ｖ

Ｇ
がハイレベルＶ

ＧＨ
になると、薄膜トランジス

タ１０４はオンし印加電圧Ｖ
Ｐ
はデータ信号Ｖ

Ｄ
につら

れて低下し、さらにデータ信号Ｖ
Ｄ
が負極性のアクティ

ブレベルになると、表示階調に応じて決められたパルス
幅の期間Ｔ

Ｗ２
だけ印加電圧Ｖ

Ｐ
はデータ信号Ｖ

Ｄ
につ

られて下降する。次に、ゲート信号Ｖ
Ｇ
がローレベルＶ

ＧＬ
となると薄膜トランジスタ１０４はオフし、このと
きの印加電圧Ｖ

Ｐ
を保持する。このように、データ信号

を表示階調に応じたパルス幅期間だけアクティブレベル
にすることにより、構成の簡単な階調電圧発生回路を用
いながら、多階調表示を実現している。
【０００５】特開平04-142592号公報では、書き込みを
行うデータ極性で画素電極に印加される電圧が非対称に
なりチラツキ及び焼き付きが発生するのを防ぐため、デ
ータ信号が負極性の場合のゲートオン電圧を
Ｖ
ＧＯＮＮ
、正極性の場合のゲートオン電圧をＶ

ＧＯＮＰ
とした場合、Ｖ

ＧＯＮＮ
をＶ

ＧＯＮＰ
より低く

設定することも提案されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、このような
ＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置について、液晶表示パネ
ルのパネル温度と表示特性について検討してみる。画素
電極に接続されスイッチ動作をする薄膜トランジスタの
オン電流はパネル温度に依存しており、パネル温度の上
昇にともない増加する。液晶への印加電圧はオン電流と
データ信号パルス幅の積に比例するため、液晶表示パネ
ルの表示階調－輝度特性がパネル温度に応じて変化す
る。そのため、パネル温度が変化すると液晶表示パネル
の表示画質が変化する。また、薄膜トランジスタの電気
的特性がパネル温度に依存するためデータ極性による書
き込み量の非対称性はパネル温度により異なり、パネル
温度が変化するとチラツキ及び焼き付きが発生する。
【０００７】したがって本発明の目的は、パネル温度の
変化による表示階調－輝度特性の変化及び液晶表示パネ
ルの焼き付きを抑制できるＰＷＭ方式の液晶表示装の駆
動方法置及びその駆動方法により駆動される液晶表示装
置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、薄膜ト
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ランジスタをスイッチング素子に用いたパルス幅変調方
式により駆動するアクティブマトリクスタイプの液晶表
示装置の駆動方法において、パネル温度検出手段を有
し、ゲートオン電圧もしくはデータ信号パルス幅、基準
クロック信号の周波数をパネル温度により補正するこ
と、また、書き込みデータ極性によるゲートオン電圧の
補正量もしくはデータ信号パルス幅の補正量をパネル温
度により補正することを特徴とするアクティブマトリク
ス液晶表示装置の駆動方法およびその駆動方法により駆
動される液晶表示装置が得られる。
【０００９】本発明の特徴は、薄膜トランジスタをスイ
ッチング素子に用いたパルス幅変調駆動方式の液晶表示
装置及びその駆動方法について、書き込みデータ極性に
応じて液晶への印加電圧を補正すること、またこの補正
を液晶表示パネルのパネル温度を考慮しつつ行うことを
特徴とする。
【００１０】特徴の一つでは、パネル温度により、図３
（ａ）のグラフに示される関係に沿って、ゲートオン電
圧を補正しつつ液晶駆動を行うことにある。すなわち、
図１の温度検出回路７からの制御信号により、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ４は、パネル温度が高いほど正極性及び負
極性のゲートオン電圧を低くし、パネル温度が低いほど
正極性及び負極性のゲートオン電圧を高く設定する。ま
た、正極性のゲートオン電圧は負極性のゲートオン電圧
よりも、常に高く設定する。
【００１１】さらに、他の特徴として、パネル温度によ
り、図３（ｂ）のグラフに示される関係に沿って、共通
電圧中心Ｖ

ＣＯＭ
センタを補正しつつ液晶駆動を行う。

すなわち、図１の温度検出回路７からの制御信号によ
り、ＤＣ／ＤＣコンバータ４は、パネル温度が高いほど
Ｖ

ＣＯＭ
センタを高くし、パネル温度が低いほどＶ

ＣＯ

Ｍ
センタを低く設定する。
【００１２】このような液晶駆動により、データ信号Ｖ

Ｄ
を表示階調に応じたパルス幅期間だけアクティブレベ
ルにするとともに、データ信号Ｖ

Ｄ
の極性に応じて供給

されるゲート信号Ｖ
Ｇ
のゲートオン電圧を異ならせ、正

極性ゲートオン電圧Ｖ
ＧＯＮＰ
を負極性ゲートオン電圧

Ｖ
ＧＯＮＮ
より大きくしているので、薄膜トランジスタ

のオン電流Ｉ
ＯＮ
を正極性データ書き込み時と負極性デ

ータ書き込み時とで等しくでき、書き込み非対称性を低
減したＰＷＭ駆動を実現できる。
【００１３】さらに、このような関係を維持しつつ、パ
ネル温度に応じて、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示され
る補正をゲートオン電圧及び共通電圧中心に対して行い
つつ駆動することにより、パネル温度の変動によらず薄
膜トランジスタのオン電流が一定となり表示階調－輝度
特性のずれを低減できる。また、パネル温度の変動によ
るチラツキ及び焼き付きを低減できる。この結果、パネ
ル温度の変化による液晶表示パネルの表示画質の変化を
小さくすることができる。
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【００１４】とくに本発明によれば、複数の画素電極に
それぞれ接続された複数のスイッチング用薄膜トランジ
スタ（ＴＦＴ）を備えた液晶表示パネルをパルス幅変調
駆動方式により駆動するアクティブマトリクスタイプの
液晶表示装置（以下では、単にアクティブマトリクスタ
イプの液晶表示装置と呼ぶ）の駆動方法において、前記
薄膜トランジスタの正極性ゲートオン電圧
（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）を前記液晶表示パネルのパネル温度に基づい

て設定することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法が
得られる。
【００１５】好ましくは、前記液晶表示パネルの共通電
極に供給される共通電圧の中心（Ｖ

ＣＯＭ
センタ）をも

前記パネル温度に基づいて設定する。
【００１６】さらに、前記正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）を前記負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）

よりも高く設定し、この関係を維持しつつ、前記パネル
温度の上昇にともない前記正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および前記負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）の両方を前記パネル温度の上昇前よりも低く

設定することをも特徴とする。
【００１７】また、複数の画素電極にそれぞれ接続され
た複数のスイッチング用薄膜トランジスタを備えた液晶
表示パネルをデータ信号のパルス幅変調駆動方式により
駆動するアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置の
駆動方法において、前記スイッチング用薄膜トランジス
タのオン電流（Ｉ

０Ｎ
）が前記パネル温度によらず一定

となるように前記スイッチング用薄膜トランジスタの正
極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
および負極性ゲートオ

ン電圧（Ｖ
ＧＯＮＮ
）を設定する回路を有することをも

特徴とする液晶表示装置の駆動方法が得られる。
【００１８】さらには、前記液晶表示パネルには、前記
スイッチング用薄膜トランジスタと同時形成されたモニ
ター用薄膜トランジスタが設けられ、前記スイッチング
用薄膜トランジスタのオン電流（Ｉ

０Ｎ
）が前記パネル

温度によらず一定となるように前記スイッチング用薄膜
トランジスタの正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）お

よび負極性ゲートオン電圧（Ｖ
ＧＯＮＮ
）を設定する前

記モニター用薄膜トランジスタを用いた回路を有するこ
とをも特徴とする液晶表示装置の駆動方法が得られ
る。。
【００１９】また、本発明によれば、上記アクティブマ
トリクスタイプの液晶表示装置の駆動方法において、全
表示階調における前記データ信号の正極性データパルス
幅（Ｔ

ＷＰ
）を負極性データパルス幅（Ｔ

ＷＮ
）よりも

長く設定し、パネル温度の上昇にともない前記薄膜トラ
ンジスタの正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）および

負極性ゲートオン電圧（Ｖ
ＧＯＮＮ
）を低く設定するこ

とを特徴とする液晶表示装置の駆動方法が得られる。
【００２０】さらに本発明によれば、上記駆動方法にお
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7
いて、各表示階調に割り当てられた前記データ信号の正
極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）および負極性データパル

ス幅（Ｔ
ＷＮ
）を前記液晶表示パネルのパネル温度によ

り設定することを特徴とする。
【００２１】また、上記駆動方法において、全表示階調
における前記データ信号の正極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）を負極性データパルス幅（Ｔ

ＷＮ
）よりも長く設

定し、この関係を維持しつつ、前記液晶表示パネルのパ
ネル温度の上昇により前記正極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）および前記負極性データパルス幅（Ｔ

ＷＮ
）の両

方を前記パネル温度の上昇前よりも短くすることを特徴
とする液晶表示装置の駆動方法も得られる。
【００２２】さらに本発明によれば、上記駆動方法にお
いて、各表示階調をクロック数で与え、カウンタにより
基準クロック信号を計数し、階調データとカウンタの出
力とを比較して前記データ信号のパルス幅（Ｔ

Ｗ
）を設

定するとともに、温度検出手段を有し前記基準クロック
信号の周波数を前記液晶表示パネルのパネル温度により
変えるか、または、前記スイッチング用薄膜トランジス
タと同時形成されたモニター用薄膜トランジスタを用
い、前記モニター用薄膜トランジスタのオン電流（Ｉ

ＯＮ
）に比例するように前記基準クロック信号の周波数

を設定することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法も
得られる。この際、前記正極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＰ
）を前記負極性ゲートオン電圧（Ｖ

ＧＯＮＮ
）

よりも高く設定することが望ましい。
【００２３】また、本発明においては、全表示階調にお
ける前記データ信号の正極性データパルス幅（Ｔ

ＷＰ
）

を前記負極性データパルス幅（Ｔ
ＷＮ
）よりも長く設定

することが望ましい。
【００２４】さらに、本発明によれば、前記パネル温度
の上昇にともない前記液晶表示パネルの共通電極に供給
される共通電圧の中心（Ｖ

ＣＯＭ
センタ）を大きくする

ことが好ましい。
【００２５】また、本発明によれば、上記各駆動方法に
より駆動する液晶表示装置も得られる。
【００２６】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して詳細に説明する。図１は、第１実施の
形態の液晶表示装置の構成および駆動方法を説明するた
めのブロック図である。本実施の形態の液晶表示装置
は、液晶表示パネル１、走査線駆動回路２、信号線駆動
回路３、ＤＣ／ＤＣコンバータ４、スイッチ５、コント
ローラ６、及び温度検出回路７を備えている。
【００２７】液晶表示パネル１は、図示していないが、
お互いに交差する複数の走査線及び複数の信号線、これ
らの交差部分に配列された複数の画素電極、これらに接
続され走査線へのゲート信号及び信号線へのデータ信号
を受けてスイッチ動作する薄膜トランジスタが形成され
ている。走査線駆動回路２は、液晶表示パネル１の複数

8
の走査線にゲート信号を供給する。信号線駆動回路３
は、液晶表示パネル１の複数の信号線に各画素へ印加す
るデータ信号を供給する。
【００２８】ＤＣ／ＤＣコンバータ４は、外部から供給
される電源電圧から、液晶表示パネル１の液晶駆動に必
要な各種電圧を生成し出力する。液晶を交流駆動するた
めの正極性及び負極性のデータ電圧Ｖ

Ｄ
、正極性のデー

タ電圧Ｖ
Ｄ
が供給される期間に走査線駆動回路２が走査

線に出力する正極性のゲートオン電圧Ｖ
ＧＯＮＰ
、負極

性のデータ電圧Ｖ
Ｄ
が供給される期間に走査線駆動回路

２が走査線に出力する負極性のゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮＮ
、液晶表示パネル１の画素電極に対向する共通

電極に供給される共通電圧Ｖ
ＣＯＭ
などを出力する。

【００２９】スイッチ５は、一垂直期間ごとに切り換わ
る極性信号Ｓ５を受けて切り換わり、正極性又は負極性
のゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮＰ
又はＶ

ＧＯＮＮ
を選択して

走査線駆動回路２に出力する。
【００３０】コントローラ６は、外部装置からの入力信
号すなわち画像信号と水平同期信号、垂直同期信号など
の制御信号を受けて、入力信号に応じた階調表示を行う
ように走査線駆動回路２及び信号線駆動回路３の動作を
制御する制御信号Ｓ２およびＳ３をそれぞれ出力すると
ともに、スイッチ５の切り換え制御を行う極性信号Ｓ５
をも出力する。
【００３１】温度検出回路７は、液晶表示パネル１のパ
ネル温度を検出して、ＤＣ／ＤＣコンバータ４に対して
制御信号Ｓ４を出力する。ここでは、液晶表示パネル１
の外表面に検出回路７を貼り付けた場合を想定してい
る。
【００３２】液晶への印加電圧は、薄膜トランジスタの
オン電流とデータパルス幅の積に比例する。また、薄膜
トランジスタのゲートオン電圧とオン電流との間には、
単純増加の相関関係がある。本実施の形態では、図３
（ａ）のゲートオン電圧－パネル温度補正のグラフに示
される関係に沿って、ゲートオン電圧を補正しつつ液晶
駆動を行う。すなわち、温度検出回路７からの制御信号
Ｓ４により、ＤＣ／ＤＣコンバータ４は、パネル温度が
高いほど正極性及び負極性のゲートオン電圧を低くし、
パネル温度が低いほど正極性及び負極性のゲートオン電
圧を高く設定する。また、正極性のゲートオン電圧は負
極性のゲートオン電圧よりも、常に高く設定する。
【００３３】さらに、本実施の形態では、図３（ｂ）の
Ｖ
ＣＯＭ
センタ－パネル温度補正のグラフに示される関

係に沿って、共通電圧中心（Ｖ
ＣＯＭ
センタ）を補正し

つつ液晶駆動を行う。すなわち、温度検出回路７からの
制御信号Ｓ４により、ＤＣ／ＤＣコンバータ４は、パネ
ル温度が高いほどＶ

ＣＯＭ
センタを高くし、パネル温度

が低いほどＶ
ＣＯＭ
センタを低く設定する。

【００３４】次に、本実施の形態の駆動方法について、
図２を参照しながら説明する。図２は、図１に示される
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9
ＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置の一つの画素電極に与え
られる印加電圧Ｖ

Ｐ
の変化を示すタイミングチャートで

ある。ある１垂直期間（１Ｖ）内に信号線に与えられる
データ信号Ｖ

Ｄ
が正極性基準レベルにあるときに、走査

線に与えられるゲート信号Ｖ
Ｇ
がハイレベルＶ

ＧＯＮＰ

になると、薄膜トランジスタはオンし印加電圧Ｖ
Ｐ
は正

極性基準レベルのデータ信号Ｖ
Ｄ
につられて上昇し、さ

らにデータ信号Ｖ
Ｄ
が正極性のアクティブレベルになる

と、表示階調に応じて決められたパルス幅の期間Ｔ
ＷＰ

だけ印加電圧Ｖ
Ｐ
はデータ信号Ｖ

Ｄ
につられて上昇す

る。次に、ゲート信号Ｖ
Ｇ
がローレベルとなると薄膜ト

ランジスタはオフし、このときのアクティブマトリクス
動作のために設けられている周知の蓄積容量（図示省
略）により、印加電圧Ｖ

Ｐ
を保持する。この１垂直期間

内では、共通電極には振幅中心Ｖ
ＣＯＭ
センタで決まる

ローレベルが供給される。
【００３５】次の１垂直期間内に信号線に与えられるデ
ータ信号Ｖ

Ｄ
が負極性基準レベルにあるときに、走査線

に与えられるゲート信号Ｖ
Ｇ
が正極性のハイレベルＶ

ＧＯＮＰ
より低い負極性のハイレベルＶ

ＧＯＮＮ
になる

と、薄膜トランジスタはオンし印加電圧Ｖ
Ｐ
は負極性基

準レベルのデータ信号Ｖ
Ｄ
につられて下降し、さらにデ

ータ信号Ｖ
Ｄ
が負極性のアクティブレベルになると、表

示階調に応じて決められたパルス幅の期間Ｔ
ＷＮ
だけ印

加電圧Ｖ
Ｐ
はデータ信号Ｖ

Ｄ
につられてさらに下降す

る。次に、ゲート信号Ｖ
Ｇ
がローレベルとなると薄膜ト

ランジスタはオフし、このときの印加電圧Ｖ
Ｐ
を保持す

る。この１垂直期間内では、共通電極には振幅中心Ｖ

ＣＯＭ
センタで決まるハイレベルが供給される。

【００３６】次に本発明の第２実施の形態について説明
する。液晶への印加電圧は、薄膜トランジスタのオン電
流とデータパルス幅の積に比例する。本実施の形態で
は、書き込みデータ極性によりデータパルス幅Ｔ

Ｗ
を補

正し、その補正量をパネル温度により変えることを特徴
としている。たとえば、正極性の書き込みデータのとき
のデータパルス幅Ｔ

ＷＰ
を負極性の書き込みデータのと

きのデータパルス幅Ｔ
ＷＮ
より広く、言いかえると負極

性の書き込みデータのときのデータパルス幅Ｔ
ＷＮ
を正

極性の書き込みデータのときのデータパルス幅Ｔ
ＷＰ
よ

り狭く設定することにより、液晶への印加電圧を正極性
データの書き込みと負極性データの書き込みとで書き込
み量を等しくして、書き込み非対称性を低減したＰＷＭ
駆動を実現できる。
【００３７】さらに、このような関係を維持しつつ、正
極性の書き込みデータのときのデータパルス幅Ｔ

ＷＰ
と

負極性の書き込みデータのときのデータパルス幅Ｔ
ＷＮ

ともに、パネル温度の上昇にともない狭く設定すること
により、パネル温度の変動によらず書き込み量を一定に
することができ、階調－輝度特性のずれを低減できる。
この結果、パネル温度の変化によらず、液晶表示パネル
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の表示画質の変化を小さくすることができ、また、パネ
ル温度の変化によらず、チラツキ及び焼き付きを小さく
することができる。よって、ＰＷＭ駆動の特色である構
成の簡単な階調電圧発生回路を用いながら、多階調表示
を実現しつつ、上述した効果を得ることができる。
【００３８】次に本発明の第３実施の形態について説明
する。図４は、本実施の形態の液晶表示装置の構成およ
び駆動方法を説明するためのブロック図である。上述し
た第１実施の形態の温度検出回路７は、液晶表示パネル
の外部に設けつつ、液晶表示パネルのパネル温度を検出
することを想定したものであった。これに対し、本実施
の形態では、液晶表示パネル１内に、パネル温度を検出
する温度検出手段８を設けたことを特徴としている。
【００３９】例えば、画素スイッチング用の薄膜トラン
ジスタと同時にモニター用の薄膜トランジスタを形成
し、モニター用の薄膜トランジスタのオン電流Ｉ

ＯＮ
（又はこれに関連するパラメータ）を検出して、パ
ネル温度によらず一定となるようにゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮ
を設定することを特徴とするものである。図５

は、このような温度検出手段８の回路構成例を説明する
ための回路図である。ここで、電源は端子１５より供給
される。薄膜トランジスタ９はモニター用であり液晶表
示パネル１の内部に設けられ、このモニター用薄膜トラ
ンジスタ９がオンしているときのオン電流で決まる電圧
Ｖ
ＯＮ
と基準電圧Ｖ

ＲＥＦ
(抵抗Ｒ１３とツェナーダイ

オード１３とで構成された基準電圧源が出力する)との
差電圧を増幅して制御トランジスタ１１を制御し、モニ
ター用薄膜トランジスタ９のゲートにオン電流を一定に
するようにフィードバックするとともに、補正信号とし
て端子１４に出力する。この補正信号は、ＤＣ／ＤＣコ
ンバータ４に出力される。また共通電圧中心Ｖ

ＣＯＭ
セ

ンタも温度補正を行う。
【００４０】本実施の形態では、モニター用の薄膜トラ
ンジスタを液晶表示パネル１に設けており、より液晶に
近い箇所でパネル温度を検出できるので、第１実施の形
態と比較してより精密な補正を実現できる。また、本実
施の形態の温度検出手段８の薄膜トランジスタ以外の回
路構成は、液晶表示パネルの外部に配置することも考え
られるし、ＳＯＧ(system on glass)技術を採用し画素
スイッチング用の薄膜トランジスタと同時に液晶表示パ
ネル内に形成することも考えられる。
【００４１】次に本発明の第４実施の形態について説明
する。ＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置では、カウンタに
より基準クロック信号を計数し、階調データとカウンタ
の出力とを比較して、表示階調に対応する書き込みデー
タのパルス幅Ｔ

Ｗ
を設定している。本実施の形態では、

基準クロック信号の周波数をパネル温度により変えるこ
とを特徴としている。例えば、基準クロック信号の周波
数を高くすることにより書き込みデータのパルス幅Ｔ

Ｗ

は狭くなり、周波数を低くすることにより書き込みデー
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11
タのパルス幅Ｔ

Ｗ
は広くなるので、これを第２実施の形

態で説明したようなパネル温度及び書き込みデータ極性
によりデータパルス幅Ｔ

Ｗ
を補正するものに適用するの

である。
【００４２】正極性の書き込みデータのときのデータパ
ルス幅Ｔ

ＷＰ
を負極性の書き込みデータのときのデータ

パルス幅Ｔ
ＷＮ
よりも広く設定しておいて、パネル温度

に応じて基準クロック信号の周波数を変えて書き込みデ
ータのパルス幅Ｔ

Ｗ
を設定することで、パネル温度変化

による階調－輝度特性のずれ及び書き込み非対称性を低
減したＰＷＭ駆動を実現できる。
【００４３】また、画素スイッチング用薄膜トランジス
タと同時形成されたモニター用薄膜トランジスタを用
い、モニター用薄膜トランジスタのオン電流Ｉ

ＯＮ
に比

例するように基準クロック信号の周波数を設定すること
も考えられる。
【００４４】以上、好ましい実施の形態について説明し
たが、本発明は上述した実施の形態に限定されるもので
はなく、様々な変更や追加、上述した実施の形態同士の
組合せが可能である。温度検出手段としては、サーミス
タを用いることもできる。サーミスタを温度検出手段と
した温度検出回路の例としては、特開平06-138843号公
報の図２に示されるような電圧設定回路を中心とする構
成も用いることができる。また、サーミスタではなく熱
電対などの他の温度検出手段も採用可能であろう。
【００４５】上述した実施の形態では、液晶表示パネル
の具体的な構成について言及してこなかったが、透過型
液晶表示パネルを用いる場合は、上述した第３実施の形
態のようにパネル上に温度検出手段を形成することがで
き、例えば、パネル内の表示領域の周りの周辺領域に形
成するとよい。利用者からみて液晶表示パネルの背面側
に配置されるバックライトユニットからの出射光の妨げ
にならないようにしつつ、高輝度の液晶表示を実現でき
る。
【００４６】反射型液晶表示パネルの場合には、第３実
施の形態のようにパネル上に温度検出手段を形成するこ
とができ、また液晶表示パネルの背面側に配置すること
もできる。反射型液晶表示パネルの場合には、背面側に
配置しても表示特性に影響を与えない。また、パネル内
の周辺領域、場合によっては表示領域にも形成できる。
反射型液晶表示パネルでは、表示領域に反射板を兼ねる
画素電極がアレイ状に配列されており、各画素電極は画
素スイッチング用の薄膜トランジスタの上方を覆ってい
る。モニター用の薄膜トランジスタを、画素スイッチン
グ用の薄膜トランジスタと同様に画素電極の下方に配置
すれば、表示特性の悪化を招かずに表示領域に配置する
こともできる。
【００４７】半透過型液晶表示パネルの場合は、透過部
及び反射部の画素電極のうち、反射部の画素電極の下方
に温度検出手段を配置すれば、表示特性の悪化を招かず*

12
*に表示領域に配置することができる。
【００４８】また、温度検出回路は、ＳＯＧ技術だけで
なく、ＣＯＧ(chip on glass)技術で形成してもよい。
さらにまた、温度検出手段に液晶表示パネルの複数箇所
のパネル温度を検出させることにより、パネル内の面内
温度分布に応じた補正制御を行うことも可能であろう。
【００４９】また、液晶表示パネルの駆動方法は、図２
で示した１垂直期間（１Ｖ）毎にデータ信号の極性を反
転させるフレーム反転駆動であっても、１水平期間（１
Ｈ）毎にデータ信号の極性を反転させ、さらに１垂直期
間（１Ｖ）毎に極性を反転するゲート反転駆動であって
もよい。
【００５０】
【発明の効果】本発明によれば、表示階調に応じたパル
ス幅期間だけデータ信号Ｖ

Ｄ
をアクティブレベルにする

とともに、データ信号ＶＤの極性に応じて、供給される
ゲート信号Ｖ

Ｇ
のゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮＰ
とゲートオ

ン電圧Ｖ
ＧＯＮＮ
とを異ならせ、またゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮＰ
をゲートオン電圧Ｖ

ＧＯＮＮ
より大きくしてい

るので、薄膜トランジスタのオン電流Ｉ
ＯＮ
を正極性と

負極性とで等しくでき、書き込み非対称性を低減したＰ
ＷＭ駆動を実現できる。
【００５１】さらに、このような関係を維持しつつ、パ
ネル温度に応じて、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示され
る補正をゲートオン電圧及び共通電圧中心に対して行い
つつ駆動することにより、パネル温度の変動によらず薄
膜トランジスタのオン電流が一定となり階調－輝度特性
のずれが低減できる。この結果、パネル温度の変化によ
らず、液晶表示パネルの表示画質の変化を小さくするこ
とができる。また、パネル温度に応じて正極性ゲートオ
ン電圧と負極性ゲートオン電圧との補正量を調整できる
ため、パネルの温度変化によるチラツキ及び焼き付きを
抑制することができる。よって、ＰＷＭ駆動の特色であ
る構成の簡単な階調電圧発生回路を用いながら、多階調
表示を実現しつつ、上述した効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施の形態による液晶表示装置の
構成および駆動方法を説明するためのブロック図であ
る。
【図２】図１に示されるＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置
の一つの画素電極に与えられる印加電圧ＶＰの変化を示
すタイミングチャートである。
【図３】（ａ）パネル温度補正のためのパネル温度とゲ
ートオン電圧との関係を示す特性図である。
（ｂ）パネル温度補正のためのパネル温度と共通電圧中
心（Ｖ

ＣＯＭ
センタ）との関係を示す特性図である。

【図４】本発明の第三の実施の形態による液晶表示装置
の構成および駆動方法を説明するためのブロック図であ
る。
【図５】本発明による温度検出手段８の回路構成例を説
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明するための回路図である。
【図６】従来の液晶表示装置の主要部分を示すブロック
図である。
【図７】図６に示されるＰＷＭ駆動方式の液晶表示装置
のある画素電極１０３に与えられる印加電圧Ｖ

Ｐ
の変化

を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
１    液晶表示パネル *

14
*２    走査線駆動回路
３    信号線駆動回路
４    ＤＣ／ＤＣコンバータ
５    スイッチ
６    コントローラ
７    温度検出回路
８    温度検出手段

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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